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し，今後の都市コンパクト化政策とそれによる交通環境負荷低減の可能性について検討した．   
研究の結果，まず実態として現状では都市の拡散とそれに伴う交通環境負荷の増大は深刻な問題であり，その
解決策として人口配置の再編と土地利用規制変更，公共交通整備をセットで行う都市コンパクト化は有効な方策
の 1 つであることが明らかになった．さらにこの際，転居を促進する必要があるが，現状の転居意向をある程度
考慮してもクルマ利用削減の意識啓発を行うことで一定の交通環境負荷低減効果が得られる可能性があること
が示されたといえる．その実現のためには本研究で構築した住宅地アーカイブも生かしながら，自治体担当者や
専門家だけでなく住民ともイメージを共有しながら今後の都市整備について検討していくことが重要である．  
 論文審査結果の要旨 
 
本論文では現在都市計画の分野においてもっとも重要なキーワードの一つといえる「コンパク
トシティ」を取り上げ、その実現が交通環境負荷低減に及ぼす影響を初めて実態的に、かつ総合
的に捉えた研究である。 
具体的には個人の交通行動データを用いた住宅地単位での分析にベースをおき、まず第一に都
市単位での自動車 CO2 排出量の時系列変化についてその実態を明らかにしている、また、実際の
政策レベルに対応させるため、汎用性のある分析単位である住宅地タイプを設定し、対象のデー
タベース化を通じてまずその全容を明らかにしている。第二に、汎用性と簡便性を兼ね備えた都
市コンパクト化評価モデルを構築し、土地利用規制や好況交通整備の影響を考慮した各種の都市
コンパクト化シナリオを通じた実際の都市における交通環境負荷低減の効果を算出可能とした。
また、ダイナミックな検討として転居前後での交通行動変化に着目した分析も行っている。第三
に個人の転居意向にも着目し、転居に際して交通環境負荷低減の意識啓発を加えることの影響に
ついてもあわせて検討を行っている。 
分析の結果、各種の方策を組み合わせることによってコンパクト化の環境負荷低減に及ぼす効
果は少なくないことが提示されるとともに、その可能性の上限もあわせて明確にされた。以上の
ように有益な研究成果が得られていることから、本論文は博士論文として合格であると認める。 
